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1 はじめに

近年，IoT 分野の技術進歩や低価格化により，⽣活空
間に多くの IoT デバイスが出現し始めている．そのデ
バイスに搭載されているセンサーなどを⽤いてコンテキ
ストを取得することが可能になった．コンテキストとは，
実体（エンティティ）の状況を特⻑づけるのに⽤いられ
る情報であり，この場合の実体とは，⼈や場所，モノで
あり，ユーザーとアプリケーションの相互作⽤，あるい
はユーザーとアプリケーションそのものに関連している
とされている [1]．また内閣府から，デジタル空間と現実
空間を⾼度に融合させる新社会を⽰す Society5.0 が提
案されている [2]．これらのことから，サイバー空間やフ
ィジカル空間から収集したコンテキストを⽤いて状況を
判断し，サービスを提供するコンテキストアウェアシス
テム（CAS）が注⽬を集めている．
しかしながら，現在の CAS[3] について調査した結果，

センサーで直接観測できないコンテキストを⼗分に利⽤
していない，様々な環境に対応可能な汎⽤性を⼗分に持
っていないという 2 つの問題点があることが分かった．
直接観測できないコンテキストの例として，「帰宅準備
⾏動」がある．このコンテキストは「コートを着⽤し，カ
バンを持つ」というような⼀連の⾏動の結果である．そ
のため個々の⾏動は観測可能でも，「帰宅準備⾏動」そ
のものを直接観測することは困難である．またカスタマ
イズ性が不⾜している場合，新たな環境に適応させるこ
とができない．そのため様々な環境には対応することが
困難である．
そこで本研究では，この問題を解決可能な新たな CAS

である，アドホック型コンテキストアウェアシステムの
提案を⾏う．

2 アドホック型 CASの要件
アドホック型 CAS に必要な機能として，以下の 2 つ

が挙げられる．

1. 直接観測不可能なコンテキストの推定機能
2. エンドユーザーに向けたカスタマイズ機能

2.1 コンテキスト推定機能

コンテキストの推定機能では，これまで直接観測不可
能だったコンテキストを推定する．この機能は，まずセ
ンサーで直接観測可能な低次コンテキストを取得し，そ
の低次コンテキストから推論される⾼次コンテキストを
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⽣成することで実現する．また，⾼次コンテキストから
さらなる⾼次コンテキストを推論することも可能なた
め，既存の CAS と⽐較して利⽤可能なコンテキスト数
が⼤きく増加する．これに付随して提供可能なサービス
数も増加するため，既存 CAS では提供できなかったよ
うなサービスを提供することも可能となる．

2.2 カスタマイズ機能

エンドユーザー⾃⾝が，⾃分の利⽤環境に合わせたカ
スタマイズを可能とすることで，様々な環境に対応可
能な汎⽤性の⾼いシステムとなる．そのためには，⼤き
く分けて 4 つの部分をカスタマイズ可能とする必要が
ある．
まず 1 つが，センサー構成である．既存の CAS にお

いては，センサーを新たに設置するできない場合があっ
た．また，コンテキストを取得するためのセンサーを選
択することができなかった．しかし，センサー構成をカ
スタマイズ可能とすることで，ユーザーが容易にセンサ
ーを設置でき，そのセンサーでどのコンテキストを取得
するかを設定可能となる．

2 つ⽬はサービスの実⾏条件である．あるサービスを
実⾏してほしい状況は，ユーザーによって異なる．例と
して「エアコン起動」サービスの場合，あるユーザーは
サービス実⾏条件として「室温上昇」と「在宅」の 2 コ
ンテキストを挙げたが，他のユーザーは「在宅」と「着
席」コンテキストを条件とする可能性がある．これに対
応するためには，サービス実⾏条件のカスタマイズ機能
が不可⽋である．

3 つ⽬は，コンテキストの推論ルールである．サービ
スの実⾏条件と同様に，ユーザーによってあるコンテキ
ストを推論してほしい状況は異なる．例として「在宅」
コンテキストを推論する場合，「位置情報」と「電気点灯」
コンテキストを条件としたいユーザーと，「位置情報」と

「ドア開閉」コンテキストを条件としたいユーザーが存在
する可能性がある．よって，コンテキストの推論ルール
のカスタマイズ機能もまた必須であると考える．

4 つ⽬は，サービス提供時のチャネル，レベルである．
この場合のチャネルとは，画⾯表⽰や⾳声発話などサー
ビスの提供⽅法を表しており，レベルとは，サービス提
供を⾃律的に⾏うものを Active Context Awareness，サ
ービス提供の可否をユーザーが決定するものを Passive
Context Awareness とする Barkhuus らの定義 [4] に従
ったサービスの⾃律性の区分である．チャネル，レベル
のカスタマイズ機能の必要性は，プライベートな情報を
提供するサービスで顕著に現れる．ユーザーによって，
このサービスは提供⽅法を変更したり，要求した場合の
みの提供を希望する可能性などが考えられる．これに対
応するためには，チャネル，レベルのカスタマイズが必
要である．
これらのことから，アドホック型 CAS の要件は以下

のようになる．
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R1 直接的に観測不可能なコンテキストを推定可能
R1.1 ⾼次コンテキストを推定可能

R2 エンドユーザがシステムをカスタマイズ可能
R2.1 センサ構成をカスタマイズ可能
R2.2 サービスの実⾏条件をカスタマイズ可能
R2.3 コンテキストの推論ルールをカスタマイ

ズ可能
R2.4 サービスの提供チャネル，レベルをカスタ

マイズ可能

3 CAS Life Cycle
Bernardos ら [5] は，コンテキストアウェアシステム

に必須となるコンテキストライフサイクルを提案した．
本研究では，アドホック型 CAS に対応したサイクル
として，新たにアドホック型 CAS サイクルを提案す
る．このサイクルは Sensing，Formalizing，Reasoning，
Delivering の 4 部分からなる．

Sensing では，センサーを⽤いてデータの収集を⾏う．
そしてセンサーデータを，次の Formalizing に伝送する．

Formalizing ではまず，センサーデータから特徴抽出
を⾏い，認識器などを⽤いて状況認識を⾏う．その結果
からコンテキストを⽣成し，Reasoning に伝送する．

Reasoning では，Formalizing から受け取ったコンテ
キストをもとに，⾼次コンテキストの推論を⾏う．また
その過程では，サービス提供条件の確認も⾏う．この条
件を満たした場合，その旨を Delivering に通達する．

Delivering では，推論結果に基づきユーザーにサービ
スを提供する．

4 アドホック型 CASのアーキテクチャ

図1 アドホック型 CAS アーキテクチャ

本研究では，アドホック型 CAS サイクルに基づいた
システムの提案を⾏う．このシステムは Entity，Sensing，
Formalizing，Reasoning，Delivering の 5 部分からなる．
図 1に提案システムの構成を⽰す．

4.1 Entity
Entity は，データの収集元でサービスの提供先となる

環境である．この中には，実際の現実空間リアルスペー
スと実体がなく電⼦的な情報としてのデジタルスペース
が存在している．

4.2 Sensing
センサープロファイルからプロファイルを読み出し，

それに従って計測を⾏う．計測したセンサーデータにプ
ロファイルの情報を付加して，次の Formalizing に伝送
する．センサープロファイルでは，各センサーの種類や
設置場所，計測頻度などを記載する．この部分をユーザ
ーがカスタマイズ可能とすることで，要件の R2.1 を達
成する．

4.3 Formalizing
認識器やファジィ推論，閾値処理などを⽤いて状況認

識を⾏い，コンテキストを⽣成し，それを Reasoning に
伝送する．

4.4 Reasoning
Reasoning では，コンテキスト推論ルールに基づき⾼

次コンテキストの推論を⾏う．また，．サービス提供ル
ールに格納されているサービス提供条件が満たされた
場合，サービス提供プロファイルからの情報とともに
Delivering に通達する．また，コンテキスト推論，サー
ビス実⾏の履歴の保存も⾏う．
要件 R2 で述べたカスタマイズ性は，サービスの提供

条件を格納するサービス提供ルール，⾼次コンテキスト
の推論を⾏う際のルールを格納するコンテキスト推論ル
ール，サービス提供時のチャネル，レベルを指定するサ
ービス提供プロファイルの 3 つの部分で実現する．

4.5 Delivering
Delivering では，Reasoning からの情報に基づき，ユ

ーザーへの情報伝達や家電操作などのサービスを実⾏
する．

5 おわりに

本研究では，新たな社会に対応したアドホック型 CAS
の提案を⾏った．この提案に基づいたシステムの実装も
平⾏して⾏っている．今後はその実装を完全なものへと
していく必要がある．
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